
25 漢律令における「惑眾」の成立要件

は
じ
め
に

　

大
庭
脩
氏
は
漢
代
の
不
道
罪
に
つ
い
て
檢
討
し
、
不
道
罪
に
あ
た
る
行
爲
の
一
つ
と
し
て
「
惑
眾
」
を
擧
げ
て
い
る
（
１
）。
惑
眾
と
は
文

字
通
り
眾
人
を
惑
わ
す
こ
と
で
あ
る
が
、
具
體
的
に
は
い
か
な
る
行
爲
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
漢
書
』
卷
七

〇
陳
湯
傳
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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〔
一
〕
上
乃
下
詔
罷
昌
陵
、
語
在
成
紀
。
丞
相
・
御
史
請
廢
昌
陵
邑
中
室
。
奏
未
下
、
人
以
問
湯
、
第
宅
不
徹
、
得
毋
復
發
徙
。
湯
曰
、

縣
官
且
順
聽
羣
臣
言
、
猶
且
復
發
徙
之
也
。
時
成
都
侯
商
新
爲
大
司
馬
・
衞
將
軍
輔
政
、
素
不
善
湯
。
商
聞
此
語
、
白
湯
惑
眾
、

下
獄
治
、
按
驗
諸
所
犯
。（
中
略
）
又
言
當
復
發
徙
、
傳
相
語
者
十
餘
人
。
丞
相
・
御
史
奏
、
湯
惑
眾
不
道
。（
中
略
）
廷
尉
增
壽

議
、
以
爲
（
中
略
）
明
主
哀
憫
百
姓
、
下
制
書
罷
昌
陵
勿
徙
吏
民
、
已
申
布
。
湯
妄
以
意
相
謂
且
復
發
徙
、
雖
頗
驚
動
、
所
流
行

者
少
、
百
姓
不
爲
變
、
不
可
謂
惑
眾
。

　

前
漢
・
成
帝
の
永
始
元
年
（
紀
元
前
一
六
年
）、
成
帝
は
詔
を
下
し
、
昌
陵
邑
の
建
設
を
中
止
し
た
。
丞
相
・
御
史
は
昌
陵
邑
内
の
家

屋
を
撤
去
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
ま
だ
成
帝
の
批
准
が
下
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
陳
湯
は
部
外
者
に
對
し
、
一
部
の
吏
民
が
昌
邑
へ
移

住
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
。
大
司
馬
・
衞
將
軍
の
王
商
は
、
陳
湯
が
「
眾
を
惑
わ
し
」
た
の
で
、
投
獄
し
て
取
調
べ
を
行
い
、

餘
罪
も
追
及
す
べ
き
と
言
上
し
た
。
そ
の
後
、
陳
湯
は
ま
た
昌
陵
へ
の
移
住
が
行
わ
れ
る
と
發
言
し
、
そ
れ
を
聞
き
傳
え
た
者
が
十
人

餘
り
い
た
。
丞
相
と
御
史
は
上
奏
し
、
陳
湯
の
行
爲
は
惑
眾
に
あ
た
り
、
不
道
罪
と
し
て
處
罰
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
し
か

し
、
廷
尉
の
趙
增
壽
は
、
確
か
に
陳
湯
の
發
言
は
す
こ
ぶ
る
人
々
を
動
揺
さ
せ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
傳
え
聞
い
た
者
は
少
な
く
、
民
も

「
變
」
を
な
す
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
惑
眾
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

大
庭
氏
は
趙
增
壽
の
意
見
を
根
據
と
し
て
、「
惑
眾
」
と
は
「
眾
が
亂
を
な
す
に
い
た
っ
た
ば
あ
い
を
指
す
」
と
解
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
眾
を
惑
わ
し
た
だ
け
で
は
必
ず
し
も
法
律
上
の
惑
眾
と
な
ら
ず
、
眾
を
惑
わ
し
た
結
果
、
眾
が
實
際
に
亂
を
起
こ
し
て
初
め
て

惑
眾
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
果
し
て
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
氏
は
前
漢
の
み
を
檢
討
の
對
象
と
し
、
後
漢
に

つ
い
て
は
檢
討
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
後
漢
も
含
め
、
漢
律
令
に
お
け
る
惑
眾
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
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第
一
節　

惑
眾
の
用
例

　

漢
代
に
つ
い
て
記
し
た
文
獻
の
う
ち
、
犯
罪
と
し
て
の
惑
眾
が
見
え
る
史
料
を
以
下
に
列
擧
す
る
。

〔
二
〕
八
月
、
詔
曰
、
待
詔
夏
賀
良
等
建
言
改
元
易
號
、
增
益
漏
刻
、
可
以
永
安
國
家
。
朕
過
聽
賀
良
等
言
、
冀
爲
海
內
獲
福
、
卒
亡

嘉
應
。
皆
違
經
背
古
、
不
合
時
宜
。
六
月
甲
子
制
書
、
非
赦
令
也
、
皆
蠲
除
之
。
賀
良
等
反
道
惑
眾
、
下
有
司
。
皆
伏
辜
。（『
漢

書
』
卷
一
一
哀
帝
紀
建
平
二
年
條
）

〔
三
〕〔
王
〕
莽
患
之
、
下
詔
、
敢
非
井
田
挾
五
銖
錢
者
爲
惑
眾
、
投
諸
四
裔
以
御
魑
魅
。（『
漢
書
』
卷
二
四
下
食
貨
志
下
）

〔
四
〕
成
帝
末
年
頗
好
鬼
神
、
亦
以
無
繼
嗣
故
、
多
上
書
言
祭
祀
方
術
者
、
皆
得
待
詔
。
祠
祭
上
林
苑
中
長
安
城
旁
、
費
用
甚
多
。
然

無
大
貴
盛
者
。
谷
永
說
上
曰
（
中
略
）
諸
背
仁
義
之
正
道
、
不
遵
五
經
之
法
言
、
而
盛
稱
奇
怪
鬼
神
、
廣
崇
祭
祀
之
方
、
求
報
無

福
之
祠
、
及
言
世
有
僊
人
、
服
食
不
終
之
藥
、
䢣
興
輕
舉
、
登
遐
倒
景
、
覽
觀
縣
圃
、
浮
游
蓬
萊
、
耕
耘
五
德
、
朝
種
暮
穫
、
與

山
石
無
極
、
黃
冶
變
化
、
堅
冰
淖
溺
、
化
色
五
倉
之
術
者
、
皆
姦
人
惑
眾
、
挾
左
道
、
懷
詐
僞
、
以
欺
罔
世
主
。（
中
略
）
唯
陛

下
距
絕
此
類
、
毋
令
姦
人
有
以
窺
朝
者
。
上
善
其
言
。（『
漢
書
』
卷
二
五
下
郊
祀
志
下
）

〔
五
〕
孝
昭
元
鳳
三
年
正
月
、
泰
山
萊
蕪
山
南
匈
匈
有
數
千
人
聲
。
民
視
之
、
有
大
石
自
立
、
高
丈
五
尺
、
大
四
十
八
圍
、
入
地
深
八

尺
、
三
石
爲
足
。
石
立
後
有
白
烏
數
千
下
集
其
旁
。
是
時
昌
邑
有
枯
社
木
臥
復
生
。
又
上
林
苑
中
大
柳
樹
斷
枯
臥
地
、
亦
自
立

生
、
有
蟲
食
樹
葉
成
文
字
、
曰
公
孫
病
已
立
。〔
眭
〕
孟
推
春
秋
之
意
、
以
爲
、
石
柳
皆
陰
類
、
下
民
之
象
、
泰
山
者
岱
宗
之
嶽
、

王
者
易
姓
告
代
之
處
。
今
大
石
自
立
、
僵
柳
復
起
、
非
人
力
所
爲
、
此
當
有
從
匹
夫
爲
天
子
者
。
枯
社
木
復
生
、
故
廢
之
家
公
孫

氏
當
復
興
者
也
。
孟
意
亦
不
知
其
所
在
、
即
說
曰
、
先
師
董
仲
舒
有
言
、
雖
有
繼
體
守
文
之
君
、
不
害
聖
人
之
受
命
。
漢
家
堯
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後
、
有
傳
國
之
運
。
漢
帝
宜
誰
差
天
下
、
求
索
賢
人
、
襢
以
帝
位
、
而
退
自
封
百
里
、
如
殷
周
二
王
後
、
以
承
順
天
命
。
孟
使
友

人
內
官
長
賜
上
此
書
。
時
昭
帝
幼
、
大
將
軍
霍
光
秉
政
、
惡
之
、
下
其
書
廷
尉
。
奏
賜
・
孟
妄
設
祅
言
惑
眾
、
大
逆
不
道
、
皆
伏

誅
。（『
漢
書
』
卷
七
五
眭
弘
傳
）

〔
六
〕
初
、
成
帝
時
、
齊
人
甘
忠
可
詐
造
天
官
曆
・
包
元
太
平
經
十
二
卷
、
以
言
漢
家
逢
天
地
之
大
終
、
當
更
受
命
於
天
、
天
帝
使
眞

人
赤
精
子
、
下
敎
我
此
道
。
忠
可
以
敎
重
平
夏
賀
良
・
容
丘
丁
廣
世
・
東
郡
郭
昌
等
。
中
壘
校
尉
劉
向
奏
忠
可
假
鬼
神
罔
上
惑

眾
、
下
獄
治
服
。
未
斷
病
死
。（『
漢
書
』
卷
七
五
李
尋
傳
）

〔
七
〕〔
王
〕
莽
大
喜
、
復
下
詔
曰
（
中
略
）
今
翟
義
・
劉
信
等
謀
反
大
逆
、
流
言
惑
眾
、
欲
以
篡
位
、
賊
害
我
孺
子
。（『
漢
書
』
卷
八

四
翟
方
進
傳
）

〔
八
〕
及
王
莽
居
攝
、
東
郡
太
守
翟
誼
謀
舉
兵
誅
莽
。
事
未
發
、
康
候
知
東
郡
有
兵
、
私
語
門
人
、
門
人
上
書
言
之
。
後
數
月
、
翟
誼

兵
起
。
莽
召
問
、
對
受
師
高
康
。
莽
惡
之
、
以
爲
惑
眾
、
斬
康
。（『
漢
書
』
卷
八
八
儒
林
傳
）

〔
九
〕〔
王
〕
莽
乃
上
奏
曰
（
中
略
）
遭
羌
寇
害
西
海
郡
、
反
虜
流
言
東
郡
、
逆
賊
惑
眾
西
土
。
忠
臣
孝
子
莫
不
奮
怒
、
所
征
殄
滅
、
盡

備
厥
辜
、
天
子
咸
寧
。（『
漢
書
』
卷
九
九
上
王
莽
傳
上
）

〔
一
〇
〕〔
王
莽
〕
大
赦
天
下
、
然
猶
曰
、
故
漢
氏
舂
陵
侯
羣
子
劉
伯
升
與
其
族
人
婚
姻
黨
與
、
妄
流
言
惑
眾
、
悖
畔
天
命
、
及
手
害
更

始
將
軍
廉
丹
・
前
隊
大
夫
甄
阜
・
屬
正
梁
丘
賜
、
及
北
狄
胡
虜
逆
輿
洎
南
僰
虜
若
豆
・
孟
遷
、
不
用
此
書
。（『
漢
書
』
卷
九
九
下

王
莽
傳
下
）

〔
一
一
〕
初
、〔
馬
〕
援
交
阯
還
、
書
誡
其
兄
子
嚴
・
敦
曰
（
中
略
）
杜
季
良
豪
俠
好
義
、
憂
人
之
急
、
父
喪
致
客
、
數
郡
畢
至
、
吾
愛

之
重
之
、
不
願
汝
曹
效
之
。（
中
略
）
效
杜
季
良
而
不
成
、
陷
爲
天
下
輕
薄
子
、
所
謂
畫
虎
不
就
反
類
狗
者
也
。
迄
今
季
良
尚
未

可
知
、
郡
將
下
車
輒
切
齒
、
州
郡
以
爲
言
、
吾
常
爲
之
寒
心
、
是
以
不
願
子
孫
効
也
。
季
良
名
保
、
爲
越
騎
司
馬
。
保
怨
家
上
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書
、
言
保
所
在
惑
眾
、
伏
波
將
軍
萬
里
還
書
以
戒
孤
兄
子
、
今
在
京
師
、
與
梁
松
・
竇
固
等
交
。
上
召
責
松
、
松
叩
頭
流
血
。
乃

召
問
援
、
因
取
所
與
嚴
・
敦
書
、
即
日
免
保
官
。（『
後
漢
紀
』
卷
八
光
武
皇
帝
紀
建
武
二
十
二
年
條
）

〔
一
二
〕
事
畢
、〔
隗
囂
〕
移
檄
告
郡
國
曰
（
中
略
）
故
新
都
侯
王
莽
、
慢
侮
天
地
、
悖
道
逆
理
、
鴆
殺
孝
平
皇
帝
、
篡
奪
其
位
。
矯
託

天
命
、
僞
作
符
書
、
欺
惑
眾
庶
、
震
怒
上
帝
。（『
後
漢
書
』
卷
一
三
隗
囂
列
傳
）

〔
一
三
〕
時
眞
定
王
劉
揚
復
造
作
讖
記
云
、
赤
九
之
後
、
癭
揚
爲
主
。
揚
病
癭
、
欲
以
惑
眾
、
與
綿
曼
賊
交
通
。
建
武
二
年
春
、
遣
騎

都
尉
陳
副
・
游
擊
將
軍
鄧
隆
徵
揚
。
揚
閉
城
門
、
不
內
副
等
。
乃
復
遣
〔
耿
〕
純
持
節
、
行
赦
令
於
幽
・
冀
、
所
過
並
使
勞
慰
王

侯
。（
中
略
）
揚
稱
病
不
謁
。
以
純
眞
定
宗
室
之
出
、
遣
使
與
純
書
、
欲
相
見
。（
中
略
）
時
揚
弟
臨
邑
侯
讓
及
從
兄
細
各
擁
兵
萬

餘
人
、
揚
自
恃
眾
強
。
而
純
意
安
靜
、
即
從
官
屬
詣
之
、
兄
弟
並
將
輕
兵
在
門
外
。
揚
入
見
純
、
純
接
以
禮
敬
、
因
延
請
其
兄

弟
。
皆
入
、
迺
閉
閤
悉
誅
之
、
因
勒
兵
而
出
。
眞
定
震
怖
、
無
敢
動
者
。
帝
憐
揚
・
讓
謀
未
發
、
並
封
其
子
、
復
故
國
。（『
後
漢

書
』
卷
二
一
耿
純
列
傳
）

〔
一
四
〕
更
始
立
、
以
〔
伏
湛
〕
爲
平
原
太
守
。（
中
略
）
時
門
下
督
素
有
氣
力
、
謀
欲
爲
湛
起
兵
。
湛
惡
其
惑
眾
、
即
收
斬
之
、
徇
首

城
郭
、
以
示
百
姓
。（『
後
漢
書
』
卷
二
六
伏
湛
列
傳
）

〔
一
五
〕
民
有
趙
宣
葬
親
而
不
閉
埏
隧
、
因
居
其
中
、
行
服
二
十
餘
年
。
鄉
邑
稱
孝
、
州
郡
數
禮
請
之
。
郡
內
以
薦
〔
陳
〕
蕃
。
蕃
與

相
見
、
問
及
妻
子
、
而
宣
五
子
皆
服
中
所
生
。
蕃
大
怒
曰
、
聖
人
制
禮
、
賢
者
俯
就
、
不
肖
企
及
。
且
祭
不
欲
數
、
以
其
易
黷
故

也
。
況
乃
寢
宿
冢
藏
、
而
孕
育
其
中
、
誑
時
惑
眾
、
誣
汙
鬼
神
乎
。
遂
致
其
罪
。（『
後
漢
書
』
卷
六
六
陳
蕃
列
傳
）

〔
一
六
〕
諸
竇
雖
誅
、
而
夏
陽
侯
瓌
猶
尚
在
朝
。〔
周
〕
䊸
疾
之
、
乃
上
疏
曰
（
中
略
）〔
夏
陽
侯
竇
瓌
〕
又
造
作
巡
狩
封
禪
之
書
、
惑

眾
不
道
、
當
伏
誅
戮
。（
中
略
）
會
瓌
歸
國
、
䊸
遷
司
隸
校
尉
。（『
後
漢
書
』
卷
七
七
酷
吏
列
傳
）

〔
一
七
〕
又
詔
敕
曰
、
故
左
將
軍
袁
術
不
顧
朝
恩
、
坐
創
凶
逆
、
造
合
虛
僞
、
欲
因
兵
亂
、
詭
詐
百
姓
。
始
聞
其
言
以
爲
不
然
、
定
得
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使
持
節
平
東
將
軍
領
徐
州
牧
溫
侯
布
上
術
所
造
惑
眾
妖
妄
、
知
術
鴟
梟
之
性
、
遂
其
無
道
、
修
治
王
宮
、
署
置
公
卿
、
郊
天
祀

地
、
殘
民
害
物
、
爲
禍
深
酷
。（『
三
國
志
』
卷
四
六
呉
書
孫
策
傳
裴
松
之
注
引
西
晉
・
虞
溥
『
江
表
傳
』）

〔
一
八
〕
時
有
道
士
琅
邪
于
吉
、
先
寓
居
東
方
。
往
來
吳
會
、
立
精
舍
、
燒
香
讀
道
書
、
制
作
符
水
以
治
病
、
吳
會
人
多
事
之
。
策
嘗

於
郡
城
門
樓
上
、
集
會
諸
將
賓
客
、
吉
乃
盛
服
杖
小
函
、
漆
畫
之
、
名
爲
仙
人
鏵
、
趨
度
門
下
。
諸
將
賓
客
三
分
之
二
下
樓
迎
拜

之
、
掌
賓
者
禁
呵
不
能
止
。
策
即
令
收
之
。
諸
事
之
者
，
悉
使
婦
女
入
見
策
母
、
請
救
之
。
母
謂
策
曰
、
于
先
生
亦
助
軍
作
福
、

醫
護
將
士
、
不
可
殺
之
。
策
曰
、
此
子
妖
妄
、
能
幻
惑
眾
心
、
遠
使
諸
將
不
復
相
顧
君
臣
之
禮
、
盡
委
策
下
樓
拜
之
、
不
可
不
除

也
。
諸
將
復
連
名
通
白
事
陳
乞
之
。
策
曰
、
昔
南
陽
張
津
爲
交
州
刺
史
、
舍
前
聖
典
訓
、
廢
漢
家
法
律
、
嘗
著
絳
帕
頭
、
鼓
琴
燒

香
、
讀
邪
俗
道
書
、
云
以
助
化
、
卒
爲
南
夷
所
殺
。
此
甚
無
益
、
諸
君
但
未
悟
耳
。
今
此
子
已
在
鬼
籙
、
勿
復
費
紙
筆
也
。
即
催

斬
之
、
縣
首
於
巿
。（『
三
國
志
』
孫
策
傳
裴
松
之
注
引
『
江
表
傳
』）

〔
一
九
〕
趙
昞
嘗
臨
水
求
渡
、
船
人
不
許
。
昞
乃
張
帳
蓋
、
坐
其
中
、
長
嘯
呼
風
、
亂
流
而
濟
。
於
是
百
姓
敬
服
、
從
者
如
歸
。
長
安

令
惡
其
惑
眾
、
收
殺
之
。（
東
晉
・
干
寶
『
捜
神
記
』
卷
二
）

〔
二
〇
〕
有
從
荊
州
來
者
、
見
〔
左
〕
慈
在
荊
州
、
荊
州
牧
劉
表
以
爲
惑
眾
、
復
欲
殺
慈
、
慈
意
已
知
。（
東
晉
・
葛
洪
『
神
仙
傳
』
卷

八
左
慈
）

〔
二
一
〕〔
左
〕
慈
見
呉
先
主
孫
權
。
權
素
知
慈
有
道
、
頗
禮
重
之
。
權
侍
臣
謝
送
知
曹
公
・
劉
表
皆
忌
慈
惑
眾
、
復
譖
於
權
、
欲
使
殺

之
。（『
神
仙
傳
』
左
慈
）

第
二
節　

反
亂
と
の
關
係

　

以
上
の
例
を
見
る
と
、
惑
眾
の
結
果
、
實
際
に
反
亂
が
起
こ
っ
た
例
は
、
わ
ず
か
に
〔
七
〕・〔
九
〕・〔
一
〇
〕・〔
一
二
〕・〔
一
七
〕
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の
み
で
あ
る
。

〔
七
〕：
前
漢
の
平
帝
の
死
後
、
東
郡
太
守
の
翟
義
は
嚴
郷
侯
劉
信
ら
と
と
も
に
、
王
莽
政
權
に
對
し
て
反
亂
を
起
し
た
が
敗
れ
た
。

〔
七
〕
は
こ
れ
に
つ
い
て
王
莽
が
下
し
た
詔
で
あ
る
。
王
莽
に
よ
る
と
、
翟
義
ら
は
「
惑
眾
」
し
、
反
亂
を
起
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

〔
九
〕：
こ
れ
は
王
莽
の
上
奏
文
で
、
そ
の
中
に
「
逆
賊
惑
眾
西
土
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
逆
賊
」
と
は
趙
明
・
霍
鴻
ら
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。『
漢
書
』
卷
九
九
上
王
莽
傳
上
に
、

槐
里
男
子
趙
明
・
霍
鴻
等
起
兵
、
以
和
翟
義
。

と
あ
り
、
趙
明
ら
は
翟
義
に
呼
應
し
、
王
莽
政
權
に
對
し
て
反
亂
を
起
し
て
い
る
。

〔
一
〇
〕：
王
莽
は
赦
令
を
下
し
た
が
、
劉
伯
升
と
そ
の
親
族
・
姻
族
及
び
仲
間
は
妄
り
に
流
言
を
放
っ
て
「
惑
眾
」
し
、
天
命
に
逆
ら

い
、
み
ず
か
ら
更
始
將
軍
廉
丹
ら
を
殺
し
た
の
で
、
彼
ら
に
對
し
て
は
赦
令
を
適
用
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
劉
伯
升

と
は
劉
秀
（
後
の
光
武
帝
）
の
兄
で
、
劉
秀
ら
と
と
も
に
王
莽
新
に
對
し
て
反
亂
を
起
し
て
い
る
。

〔
一
二
〕：
こ
れ
は
王
莽
新
の
と
き
隗
囂
ら
が
反
亂
を
起
こ
し
、
各
地
の
郡
國
へ
送
っ
た
檄
文
で
あ
る
。
王
莽
が
平
帝
を
毒
殺
し
、
漢
朝

よ
り
帝
位
を
簒
奪
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
王
莽
が
天
命
と
僞
り
、
符
書
を
僞
作
し
、「
眾
庶
を
欺
惑
」
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
惑
眾
」
と
い
う
語
自
體
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
意
味
と
し
て
は
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
一
七
〕：
こ
れ
は
後
漢
末
期
に
獻
帝
が
下
し
た
詔
勅
で
、
も
と
左
將
軍
の
袁
術
が
「
惑
眾
」
し
、
皇
帝
の
位
に
就
い
た
こ
と
を
非
難
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
以
上
の
五
例
で
は
い
ず
れ
も
惑
眾
を
行
っ
た
者
が
反
亂
も
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
に
掲
げ
る
通
り
、
惑
眾

を
行
っ
た
も
の
の
、
反
亂
を
實
行
す
る
に
至
ら
ず
、
豫
備
の
段
階
で
終
了
し
た
事
例
も
見
え
る
。

〔
一
三
〕：
後
漢
の
光
武
帝
期
、
眞
定
王
劉
揚
は
自
分
が
皇
帝
と
な
る
こ
と
を
暗
示
す
る
讖
記
を
僞
造
し
て
「
惑
眾
」
し
よ
う
と
し
、
ま
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た
綿
曼
の
賊
と
手
を
結
ん
だ
。
前
將
軍
の
耿
純
は
光
武
帝
の
命
を
受
け
、
眞
定
國
の
宿
舍
で
眞
定
王
と
會
見
し
、
眞
定
王
と
そ
の
弟
劉

讓
ら
を
殺
害
し
た
。
光
武
帝
は
眞
定
王
と
劉
讓
の
反
亂
の
計
畫
が
實
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
憐
れ
み
、
彼
ら
の
子
を
封
じ
た
。

〔
一
四
〕：
更
始
帝
期
、
平
原
太
守
伏
湛
に
仕
え
る
門
下
督
が
、
伏
湛
の
た
め
に
反
亂
を
起
そ
う
と
計
畫
し
た
。
伏
湛
は
彼
が
「
惑
眾
」

し
て
い
る
こ
と
を
嫌
い
、
捕
え
て
斬
首
し
た
。

第
三
節　

經
學
・
宗
敎
な
ど
と
の
關
係

　

以
上
の
よ
う
に
、
惑
眾
は
確
か
に
反
亂
實
行
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
用
例
で
は
、
惑
眾
は
經
學

に
反
す
る
こ
と
や
、
非
科
學
的
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
宗
敎
や
妖
術
で
も
っ
て
人
々
を
惑
わ
す
場
合
に
お
お
む
ね
用
い
ら
れ
て
い
る
。

行
論
の
都
合
に
よ
り
、〔
三
〕
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

〔
三
〕：
王
莽
新
の
と
き
王
莽
が
詔
を
下
し
、
井
田
制
を
非
難
し
、
五
銖
錢
を
所
持
す
る
者
は
「
惑
眾
」
と
し
、
四
海
の
果
て
へ
移
住
さ

せ
、
魑
魅
魍
魎
を
防
が
せ
る
と
定
め
た
。
當
時
、
井
田
制
は
經
書
に
見
え
る
い
に
し
え
の
制
度
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
非

難
す
る
こ
と
は
經
學
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
五
銖
錢
は
前
漢
の
武
帝
期
以
來
發
行
さ
れ
て
き
た
銅
錢
で
あ
る
。
王
莽
は
周

代
の
制
度
に
倣
っ
て
「
大
錢
」
を
發
行
し
、
後
に
五
銖
錢
を
廢
止
し
て
新
た
な
貨
幣
を
發
行
し
た
が
、
民
は
こ
れ
ら
を
用
い
ず
、
ひ
そ

か
に
五
銖
錢
を
用
い
て
賣
買
を
行
っ
て
い
た
。
大
錢
な
ど
は
經
學
が
理
想
と
す
る
周
代
の
制
度
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

用
い
ず
に
五
銖
錢
を
用
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
經
學
に
反
す
る
行
爲
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
漢
書
』
卷
九
九
中

王
莽
傳
中
に
は
、

莽
曰
（
中
略
）
敢
有
非
井
田
聖
制
、
無
法
惑
眾
者
、
投
諸
四
裔
、
以
禦
魑
魅
、
如
皇
始
祖
考
虞
帝
故
事
。

莽
患
之
、
復
下
書
、
諸
挾
五
銖
錢
、
言
大
錢
當
罷
者
、
比
非
井
田
制
、
投
四
裔
。
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と
あ
り
、〔
三
〕
は
二
つ
の
詔
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
詔
本
來
の
姿
そ
の
も
の
か
、
本
來
の
詔
に
よ
り
近
い
も
の

で
あ
ろ
う
。
五
銖
錢
に
つ
い
て
は
、
五
銖
錢
を
所
持
し
、
大
錢
を
廢
止
す
べ
き
と
主
張
し
た
者
は
、
井
田
制
を
非
難
し
た
場
合
と
同
樣

に
扱
い
、
四
海
の
果
て
へ
移
住
さ
せ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
挾
五
銖
錢
」
と
「
言
大
錢
當
罷
」
は
「
挾
五
銖
錢
」
か
つ
「
言
大
錢

當
罷
」
で
は
な
く
、「
挾
五
銖
錢
」
あ
る
い
は
「
言
大
錢
當
罷
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
讀
み
方
に
よ
る
と
、
大
錢
を
廢
止

す
べ
き
と
主
張
し
た
と
し
て
も
、
五
銖
錢
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
、
本
條
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
錢
を
廢
止
す
べ
き
と
主
張
す
る
こ
と
も
、
經
學
に
反
す
る
行
爲
と
み
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
〕：
成
帝
は
晩
年
に
鬼
神
を
崇
拜
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
後
繼
ぎ
が
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
者
が
上
書
し
て
祭
祀
・
方
術
を
説

き
、
み
な
待
詔
の
官
を
え
た
。
谷
永
は
成
帝
に
對
し
、
彼
ら
は
み
な
姦
人
で
「
惑
眾
」
し
、「
左
道
」
を
用
い
、
詐
欺
を
行
い
、
君
主

を
欺
い
て
い
る
の
で
、
彼
ら
と
の
關
係
を
斷
ち
切
る
べ
き
と
説
い
た
。
左
道
と
は
經
義
に
背
く
不
正
行
爲
を
い
う
（
２
）。

〔
五
〕：
前
漢
・
昭
帝
の
元
鳳
三
年
（
紀
元
前
七
八
年
）
一
月
、
巨
石
が
自
分
で
立
ち
上
が
っ
た
り
、
枯
れ
木
が
生
き
返
る
な
ど
、
各
地

で
怪
異
現
象
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
符
節
令
の
眭
弘
は
、
漢
の
皇
帝
は
天
下
に
賢
人
を
探
し
求
め
、
帝
位
を
讓
る
べ
き
と
い
っ

た
。
眭
弘
は
友
人
で
內
官
長
の
賜
に
こ
の
意
見
を
上
書
さ
せ
た
。
大
將
軍
の
霍
光
は
こ
れ
を
憎
み
、
そ
の
上
書
を
廷
尉
へ
下
げ
渡
し
、

賜
と
眭
弘
は
妄
り
に
「
祅
言
」
を
放
っ
て
「
惑
眾
」
し
、「
大
逆
不
道
」
の
罪
に
あ
た
る
と
し
、
彼
ら
を
誅
殺
し
た
。
祅
言
（
妖
言
）

と
は
災
異
・
鬼
神
を
説
き
、
吉
凶
を
豫
言
す
る
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
大
逆
不
道
と
は
「
劉
氏
の
天
下
を
覆
し
、
漢
の
國
家
體
制
を
變

更
せ
ん
と
す
る
」
諸
行
爲
を
い
う
（
３
）。

〔
六
〕：
成
帝
の
と
き
、
甘
忠
可
が
「
天
官
曆
」
と
『
包
元
太
平
經
』
を
僞
作
し
、「
漢
は
天
下
の
終
わ
り
を
迎
え
た
。
改
め
て
天
命
を

受
け
る
べ
き
で
あ
る
。
天
帝
は
眞
人
の
赤
精
子
を
遣
わ
し
、
私
に
道
を
敎
え
さ
せ
た
」
と
説
き
、
重
平
縣
の
夏
賀
良
、
容
丘
縣
の
丁
廣

世
、
東
郡
の
郭
昌
ら
に
そ
の
敎
え
を
傳
え
た
。
中
壘
校
尉
の
劉
向
は
甘
忠
可
が
鬼
神
に
假
託
し
て
「
罔
上
」・「
惑
眾
」
し
た
と
上
奏
し
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た
。
甘
忠
可
は
獄
で
取
調
べ
を
受
け
、
罪
を
認
め
た
が
、
刑
罰
が
執
行
さ
れ
る
前
に
病
死
し
た
。
罔
上
と
は
臣
下
に
味
方
し
て
天
子
を

欺
く
行
爲
を
指
す
（
４
）。

〔
二
〕：
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
〔
六
〕
の
續
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。〔
二
〕
と
〔
六
〕
の
續
き
の
内
容
を
合
わ
せ
て
要
約
す
る

と
、
次
の
通
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
甘
忠
可
よ
り
敎
え
を
受
け
た
夏
賀
良
ら
は
、
甘
忠
可
の
書
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
不

敬
の
罪
に
問
わ
れ
た
が
、
後
に
ま
た
甘
忠
可
の
敎
え
を
廣
め
て
い
っ
た
。
哀
帝
が
即
位
す
る
と
、
夏
賀
良
ら
は
待
詔
と
な
り
、
哀
帝
へ

次
の
よ
う
に
進
言
し
た
。
漢
は
衰
え
て
き
た
の
で
、
改
め
て
天
命
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
急
ぎ
改
元
す
れ
ば
、
哀
帝
の
壽
命
を
延
ば

し
、
皇
子
が
生
ま
れ
、
天
變
地
異
も
治
ま
る
は
ず
で
あ
る
、
と
。
長
ら
く
病
に
臥
せ
っ
て
い
た
哀
帝
は
、
夏
賀
良
ら
の
意
見
に
從
い
、

建
平
二
年
（
紀
元
前
五
年
）
を
太
初
元
年
と
改
元
し
、
漏
刻
の
度
を
一
二
〇
と
す
る
よ
う
詔
を
下
し
た
。
夏
賀
良
ら
は
さ
ら
に
朝
廷
の

政
事
を
變
え
よ
う
と
し
た
が
、
哀
帝
は
先
の
夏
賀
良
ら
の
意
見
に
効
果
が
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
詔
を
取
消
し
、
夏
賀
良
ら
は
道
に
反

し
て
「
惑
眾
」
し
た
と
し
、
獄
へ
身
柄
を
送
っ
た
。
光
祿
勳
の
平
當
ら
が
廷
尉
と
と
も
に
取
調
べ
を
行
い
、
夏
賀
良
ら
は
左
道
を
用

い
、
朝
廷
の
政
事
を
亂
し
、
國
家
を
轉
覆
し
、
皇
帝
を
欺
い
た
の
で
、
不
道
の
罪
に
あ
た
る
と
し
、
死
刑
に
處
し
た
。

〔
一
二
〕：
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
檢
討
し
た
。
王
莽
は
惑
眾
な
ど
の
結
果
、
漢
朝
よ
り
帝
位
を
簒
奪
し
て
い
る
が
、
そ
の
惑
眾
の
内

容
は
天
命
と
僞
り
、
符
書
を
僞
作
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
一
三
〕：
こ
れ
も
先
ほ
ど
檢
討
し
た
通
り
で
、
反
亂
は
實
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
讖
記
を
僞
造
し
た
こ
と
が
「
惑
眾
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

〔
一
六
〕：
後
漢
の
和
帝
期
、
御
史
中
丞
の
周
䊸
は
上
書
し
、
夏
陽
侯
竇
瓌
が
巡
狩
・
封
禪
に
關
す
る
書
を
僞
作
し
、「
惑
眾
」・
不
道
に

あ
た
り
、
誅
殺
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
竇
瓌
は
夏
陽
へ
歸
國
し
、
周
䊸
は
司
隸
校
尉
へ
轉
任
し
た
た
め
、
本
件
は
立
件

さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
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〔
一
八
〕：
後
漢
末
期
、
道
士
の
于
吉
は
符
水
を
作
っ
て
人
々
の
病
を
治
し
、
多
く
の
人
々
の
尊
崇
を
集
め
た
。
孫
策
は
于
吉
が
妖
し
げ

で
で
た
ら
め
を
行
い
、
人
々
の
心
を
幻
惑
し
た
と
し
て
、
斬
刑
に
處
し
、
頭
部
を
市
場
に
晒
し
た
。「
幻
惑
眾
心
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

も
惑
眾
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
一
九
〕：
後
漢
の
と
き
、
趙
昞
が
川
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
船
人
は
船
を
出
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
趙
昞
は
帳
を
張
っ
て
覆
い
、

そ
の
中
に
座
り
、
嘯
い
て
風
を
呼
び
、
流
れ
を
横
切
っ
て
渡
っ
た
。
民
は
趙
昞
に
敬
服
し
、
多
く
の
者
が
附
き
從
う
よ
う
に
な
っ
た
。

長
安
令
は
趙
昞
が
「
惑
眾
」
し
て
い
る
の
を
恐
れ
、
捕
え
て
殺
し
た
（
５
）。

〔
二
〇
〕：
後
漢
末
期
、
荊
州
牧
の
劉
表
は
左
慈
が
「
惑
眾
」
し
た
と
し
、
こ
れ
を
殺
そ
う
と
し
た
。
左
慈
は
他
の
地
で
も
方
術
で
人
々

を
惑
わ
し
て
い
た
の
で
、
劉
表
は
左
慈
を
惑
眾
に
よ
り
處
刑
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
二
一
〕：
左
慈
が
呉
の
孫
權
に
謁
見
し
、
孫
權
は
丁
重
に
禮
遇
し
た
。
し
か
し
、
侍
臣
の
謝
送
は
曹
操
・
劉
表
が
左
慈
の
「
惑
眾
」
を

忌
み
嫌
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
孫
權
に
讒
言
し
、
左
慈
を
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

第
四
節　

そ
の
他
の
惑
眾

　

以
上
の
他
、
反
亂
及
び
經
學
に
反
す
る
こ
と
、
非
科
學
的
な
こ
と
、
宗
敎
や
妖
術
な
ど
と
は
關
係
の
な
い
「
惑
眾
」
も
見
え
る
。

〔
一
一
〕：
後
漢
初
期
、
あ
る
者
が
上
書
し
、
越
騎
司
馬
の
杜
保
が
至
る
と
こ
ろ
で
「
惑
眾
」
し
、
梁
松
や
竇
固
ら
と
交
際
し
て
い
る
と

述
べ
、
伏
波
將
軍
の
馬
援
が
そ
の
兄
の
子
嚴
と
敦
へ
送
っ
た
書
簡
を
提
示
し
た
。
そ
の
書
簡
の
中
に
は
、
杜
保
は
豪
俠
で
義
を
好
む

が
、
杜
保
が
い
る
郡
に
着
任
し
た
郡
守
は
齒
ぎ
し
り
し
て
怒
り
、
州
郡
で
も
噂
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
私
（
馬
援
）
は
い
つ
も
心
配
し

て
お
り
、
お
前
た
ち
兄
弟
が
杜
保
を
見
習
わ
な
い
で
欲
し
い
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
光
武
帝
は
杜
保
を
即
日
罷
免
し
た
（
６
）。

〔
一
五
〕：
後
漢
の
と
き
、
樂
安
郡
の
趙
宣
と
い
う
者
が
親
を
葬
っ
た
後
、
墓
道
を
閉
じ
ず
、
そ
の
中
に
住
み
續
け
、
二
〇
年
餘
り
も
の
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間
喪
に
服
し
た
。
郷
邑
は
そ
の
孝
を
稱
え
、
州
郡
は
し
ば
し
ば
彼
を
辟
召
し
た
。
郡
内
の
者
が
趙
宣
を
太
守
の
陳
蕃
に
推
薦
す
る
と
、

陳
蕃
は
趙
宣
に
面
會
し
、
妻
子
の
こ
と
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
趙
宣
の
五
子
は
み
な
服
喪
中
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
陳

蕃
は
「
惑
眾
」
と
判
斷
し
て
處
罰
し
た
。

　

以
上
の
他
、
惑
眾
と
判
斷
さ
れ
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
事
例
も
あ
る
。〔
八
〕
で
は
前
漢
末
期
、
東
郡
太
守
の
翟
義
が
擧
兵
し
て

王
莽
を
討
伐
し
よ
う
と
計
畫
を
立
て
た
。
事
が
ま
だ
發
覺
し
て
い
な
い
と
き
、
高
康
は
東
郡
で
兵
亂
が
起
こ
る
こ
と
を
察
知
し
て
門
人

に
語
り
、
門
人
は
こ
れ
を
上
書
し
た
。
數
か
月
後
、
翟
義
は
本
當
に
擧
兵
し
た
。
王
莽
が
門
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
門
人
は
高
康
に
師

事
し
た
と
答
え
た
。
王
莽
は
こ
れ
を
憎
み
、
高
康
を
「
惑
眾
」
と
し
、
斬
に
處
し
た
。
本
件
で
は
高
康
が
な
ぜ
惑
眾
と
さ
れ
た
の
か
判

然
と
し
な
い
。
お
そ
ら
く
、
理
由
を
示
し
た
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

結　

語

　

以
上
の
惑
眾
の
用
例
を
見
る
と
、「
眾
が
亂
を
な
す
に
い
た
っ
た
」
場
合
に
限
ら
な
い
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

〔
一
〕
で
は
「
雖
頗
驚
動
、
所
流
行
者
少
、
百
姓
不
爲
變
、
不
可
謂
惑
眾
」
と
あ
る
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
思
う
に
、
確
か
に
〔
一
〕

の
事
件
で
は
「
所
流
行
者
少
、
百
姓
不
爲
變
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
來
法
律
上
の
惑
眾
は
「
所
流
行
者
少
」
あ
る
い
は
「
百

姓
不
爲
變
」
に
該
當
し
な
け
れ
ば
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
流
行
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
程
度
多
く
、
か
つ
民
が
反
亂

を
起
こ
し
て
初
め
て
惑
眾
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
流
行
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
程
度
多
い
か
、
あ
る
い
は
民
が
反
亂
を
起
こ
せ
ば

惑
眾
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
反
亂
を
起
こ
す
に
は
あ
る
程
度
の
人
數
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
惑
眾

と
は
あ
る
程
度
の
數
の
人
々
を
惑
わ
す
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
反
亂
に
繫
が
っ
た
か
否
か
は
事
實
上
問
う
と
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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た
だ
し
、
具
體
的
に
何
人
以
上
が
惑
わ
さ
れ
れ
ば
惑
眾
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
明
確
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

た
の
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
ち
な
み
に
、『
唐
律
疏
議
』
賊
盜
律
に
、

諸
造
祅
書
及
祅
言
者
、
絞
。
傳
用
以
惑
眾
者
、
亦
如
之
。
其
不
滿
眾
者
、
流
三
千
里
。

そ
の
疏
に
、

傳
用
以
惑
眾
者
、
謂
非
自
造
、
傳
用
祅
言
・
祅
書
、
以
惑
三
人
以
上
、
亦
得
絞
罪
。（
中
略
）
其
不
滿
眾
者
、
謂
被
傳
惑
者
不
滿

三
人
。

と
あ
り
、
唐
律
で
い
う
惑
眾
は
三
人
以
上
を
惑
わ
す
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
は
『
唐
律
疏
議
』
名
例
律
に
、

稱
眾
者
、
三
人
以
上
。

と
あ
る
の
に
よ
る
。
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